
宝物No. べんてんじんじゃ・はっかいざんじんじゃ

11-4 弁天神社・八海山神社

シーズン

日時

■ 観る □ 遊ぶ・体験する
□ 食べる □ その他

□ ものづくり □ イベント・祭り
□ 味づくり □ にぎわい
□ 現代の文化的なもの □ 港めぐり
■ 歴史的なもの □ 人物

問い合わせ

TEL

FAX

E-mail

交通

基礎情報

由来・エピソード

補足・その他 関連シート

（11-3）石観音

「かわさき区の宝物」とは？　☞　http://www.city.kawasaki.jp/kawasaki/category/94-10-2-7-2-1-0-0-0-0.html

 

写真提供：NPO法人かわさき歴史ガイド協会

所在地 川崎区観音2丁目1-60-5
マップ

かわさき区の宝物シート

エリア
大師地区 通年

藤崎・観音

NPO法人かわさき歴史ガイド協会

044-221-9117

044-221-9117

URL

目的

宝物定義

JR川崎駅よりバス下車徒歩5分
「観音二丁目川崎大師口」(市バス)
「観音二丁目」(臨港バス)

■一つの社に二つの鳥居が並んでいる珍しい神社。向かって左側の赤い鳥居が弁天神社で海苔養殖の守
護神。右側の白い鳥居が八海山神社で製塩業の守護神である。

■すぐ前の道にはかつて石観音にちなみ名付けられた観音川が産業道路、そして東京湾へ向かって流れ
ていた。海苔養殖が盛んだった頃、観音川には多くの河岸（かし）がつくられ、藤崎小学校のあたりか
ら下流へと藤崎河岸、観音河岸、台河岸、四谷河岸、塩浜河岸と多くのベカ舟の舟だまりが点在し、ベ
カ舟の往来のみならず梨栽培農家に売られる肥桶を積んだ大型船ものぼってきたという。
■弁天神社の御祭神は、水神・農業の神として信仰される弁財天。かつて観音･四谷･台町･池上新田、
四地区の海苔養殖の守護神であった。観音河岸の弁天様として親しまれ、旧暦1月11日には大師河原で
最も大きいとされた祭礼｢船祭り｣が行われた。各地区から1艘づつ計4艘の船を出し、観音河岸から徳本
鼻の先まで行き、祝詞をあげて御神酒をまいたという。船には注連縄を張ってホオズキ提灯をつるし、
鳥居と笹を立てて幟や吹き流しで飾り立てた。船は互いに帰らないように競い合い、酒を飲んで大騒ぎ
するため川に落ちる人も多く、女性達は着替えを持ち後を追って岸辺を走ったという。夜には神楽が奉
納された。やがて海苔漁の終焉とともに船祭りも途絶えることとなった。
■八海山神社の御祭神は、木曽御岳山の坂の神・火の神、八海山堤頭羅（でいずら）親王で、製塩業の
守護神である。
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